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(57)【要約】
【課題】内視鏡等医療器具を出し入れする際に、扉のよ
り小さな開口で素早く出し入れして閉じることができ、
内部の衛生的状態をより保持できる保管庫を提供するこ
とにある。
【解決手段】本発明の保管庫１は、内部に保管物を収納
するための収納部２を備えたハウジング３と、ハウジン
グ３の前面４に設けられ保管物を出し入れするための保
管物出入部５とを有する保管庫であって、保管物出入部
５は、開閉部６と、開閉部６の両側にそれぞれ設けられ
た伸縮部７，８とを有し、開閉部６は当該前面４の延在
方向に沿って移動可能であると共に、伸縮部７，８は、
開閉部６の移動に伴って当該前面４を被覆した状態で伸
縮可能に構成されている。このため、内視鏡等を出し入
れする場合は、開閉部を所要部位へ移動させ素早く開閉
して出し入れすることができ、開口を小さくできると共
に開閉時間が短時間となって内部の衛生的状態をより保
持することができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部に保管物を収納するための収納部を備えたハウジングと、該ハウジングの前面に設
けられ保管物を出し入れするための保管物出入部とを有する保管庫であって、前記保管物
出入部は、開閉部と、該開閉部の両側にそれぞれ設けられた伸縮部とを有し、前記開閉部
は当該前面の延在方向に沿って移動可能であると共に、前記伸縮部は、前記開閉部の移動
に伴って当該前面を被覆した状態で伸縮可能に構成されていることを特徴とする保管庫。
【請求項２】
　前記伸縮部は、蛇腹状に形成され折り畳み可能に構成されている請求項１に記載の保管
庫。
【請求項３】
　前記開閉部は開き戸を有している請求項１または２に記載の保管庫。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡等の主として医療器具を保管して好適な保管庫に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡等医療器具は、使用した後、殺菌・消毒されて塵埃・ウィルス・細菌などが付着
しない状態で保管されることが必要である。このような状態を維持する保管庫としては、
例えば、除菌するためのオゾン発生手段を備えたもの（実開平７－１９０１号公報）、光
触媒と該光触媒を励起する紫外線ランプとからなる殺菌手段を備えたもの（特開２００６
－３３３９５４号公報）、保管庫内を常時陽圧として極力外気の侵入を抑制するもの（特
開２００６－３４０７８３号公報）などが提案されている。
　また、保管庫の基本構造としては、図３に示すように、前面の延在方向に沿って移動し
開閉可能な引戸式扉３１，３２が設けられ、内部に内視鏡３３が懸架可能な保管庫３０が
一般的である（特開２００５－５２１９９号公報）。
【特許文献１】実開平７－１９０１号公報
【特許文献２】特開２００６－３３３９５４号公報
【特許文献３】特開２００６－３４０７８３号公報
【特許文献４】特開２００５－５２１９９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　このように、従来の保管庫は、内部に除菌・殺菌手段または常時陽圧に保持する装置（
特許文献１，２，３）を備えているため、扉が閉じられた状態では良好な状況が維持され
ている。
　しかし、内視鏡を取り出すために一旦扉が開かれると、引戸が大きく開口して外気と共
に多くの塵埃・ウィルス・細菌が保管庫内に侵入するおそれがあり、扉を閉めている状態
で良好に保たれている衛生的状態が一気に損なわれることが問題となっていた。また、保
管庫の中央付近にて内視鏡を出し入れする場合は、引戸を大きく、かつより長時間開口す
る傾向にあり衛生的な問題が懸案となっていた。
　そこで、本発明の課題は、内視鏡等医療器具を出し入れする際に、扉のより小さな開口
で素早く出し入れし閉じることができ、内部の衛生的状態をより保持できる保管庫を提供
することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記課題を解決するものは、内部に保管物を収納するための収納部を備えたハウジング
と、該ハウジングの前面に設けられ保管物を出し入れするための保管物出入部とを有する
保管庫であって、前記保管物出入部は、開閉部と、該開閉部の両側にそれぞれ設けられた
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伸縮部とを有し、前記開閉部は当該前面の延在方向に沿って移動可能であると共に、前記
伸縮部は、前記開閉部の移動に伴って当該前面を被覆した状態で伸縮可能に構成されてい
ることを特徴とする保管庫である。
【０００５】
　前記伸縮部は、蛇腹状に形成され折り畳み可能に構成されていることが好ましい。前記
開閉部は開き戸を有していることが好ましい。
【発明の効果】
【０００６】
　請求項１に記載した発明によれば、内視鏡等医療器具を取り出す際に、扉のより小さな
開口で素早く取り出し閉じることができ、内部の衛生状態をより保持できる。
　請求項２に記載した発明によれば、上記請求項１の効果を奏する保管庫を、より簡素な
構造で低廉に作製できる。
　請求項３に記載した発明によれば、上記請求項１または２の効果に加え、内視鏡等医療
器具をより素早く出し入れできる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　本発明の保管庫は、開閉部がハウジングの前面の延在方向に沿って移動可能であると共
に、伸縮部が開閉部の移動に伴って前面を被覆した状態で伸縮可能に構成されているため
、内視鏡等を出し入れする場合は、開閉部を所要部位へ移動させ素早く開閉し出し入れす
ることができ、開口面積を小さく、かつ、開閉時間が短縮され内部の衛生的状態をより保
持することができる。
【実施例１】
【０００８】
　図１は本発明の保管庫の一実施例の斜視図であり、図２は図１に示した保管庫の特徴的
作用を示す斜視図である。１は保管庫、２は収納部、３はハウジング、４はハウジングの
前面、５は保管物出入部、６は開閉部、７，８は伸縮部、９は開き戸、１０は細菌除菌フ
ィルター、１１は光触媒装置のメンテナンス扉である。
【０００９】
　この実施例の保管庫１は、内部に保管物を収納するための収納部２を備えたハウジング
３と、ハウジング３の前面４に設けられ保管物を出し入れするための保管物出入部５とを
有する保管庫であって、保管物出入部５は、開閉部６と、開閉部６の両側にそれぞれ設け
られた伸縮部７，８とを有し、開閉部６は当該前面４の延在方向に沿って移動可能である
と共に、伸縮部７，８は、開閉部６の移動に伴って当該前面４を被覆した状態で伸縮可能
に構成されている。以下、各構成について順次詳述する。
【００１０】
　この実施例の保管庫１は、ハウジング３の内部に保管物（内視鏡）を収納するための収
納部２を備えている。具体的には、収納部２には、図３の保管庫３０と同様、鉛直方向に
複数の内視鏡が並列懸架できるように構成されている。
【００１１】
　ハウジング３の前面５には、内視鏡を出し入れするための保管物出入部５が設けられて
おり、この保管物出入部５は、開閉部６と伸縮部７，８とを有し、開き戸９が閉じられた
状態では、図１に示すように、両者でハウジング３の前面５を被覆した状態を保持してい
る。
【００１２】
　開閉部６は、フレーム部とフレーム部の内部に開閉自在に取り付けられた開き戸９とか
らなっている。フレーム部は、ローラー部材を備えた延出部を上下にそれぞれ有し、これ
ら延出部が、保管物出入部５の上下に水平方向に延在するようにそれぞれ設けられたガイ
ドレール内を移動することにより、開閉部６がハウジング３の前面４の延在方向に沿って
、前面４のほぼ一端側から他端側まで移動可能に構成されている。他方、開き戸９は、ド
アハンドル６ａを備え、垂直方向に延びる一端辺側が前述したフレーム部に回動可能に軸
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支された枠体と、この枠体内に張設された透明板とから構成されている。
【００１３】
　伸縮部７，８は、開閉部６がハウジング３の前面４をその延在方向に沿って移動しても
前面４の被覆状態を保持するためのものであり、前面４の被覆状態を保持した状態で伸縮
可能に構成されている。具体的には、伸縮部７，８は開閉部６の両側にそれぞれ設けられ
ており、それぞれが蛇腹状（アコーディオンカーテン状）に形成されて折り畳み可能に構
成されている。より具体的には、伸縮部７の垂直方向に延在する一端辺側（図１中左端側
）はハウジング３に固定され、他端辺側は開閉部６のフレーム部の側辺部（図１中左側辺
部）に固定されている。また、伸縮部８の垂直方向に延在する一端辺側（図１中右端側）
はハウジング３に固定され、他端辺側は開閉部６のフレーム部の側辺部（図１中右側辺部
）に固定されている。さらに、伸縮部７，８の上下には前述したガイドレール内を移動可
能なランナーが複数取り付けられており、開閉部６の移動に伴って伸縮部７，８が伸縮可
能に構成されている。
【００１４】
　保管物出入部５の上部には、図１に示すように、ハウジング３内に侵入する細菌を除去
するための細菌除去フィルター１０が設けられ、その奥には、ハウジング３内を陽圧に保
持して外気と共に塵埃・ウィルス・細菌が侵入することを抑制する陽圧ファンが設けられ
ている。さらに、その奥には、オゾンガス発生ユニットが配されて複数のオゾンガス送気
チューブを介してハウジング２内を除菌するように構成されている。また、細菌除去フィ
ルター１０の横側（図１中右横）には、光触媒装置メンテナンス扉１１が設けられ、その
奥には、光触媒と光触媒を励起する蛍光灯とからなる光触媒空気浄化装置が配設されてハ
ウジング３内の空気を浄化するように構成されている。
【００１５】
　つぎに、本発明の保管庫１の特徴的作用について説明する。
　本発明の保管庫１にて内視鏡等を出し入れする場合は、ドアハンドル６ａを把持、また
は開閉部６のフレーム部を横側から押圧して、開閉部６を所要部位へ移動させる。この時
、開閉部６の枠体内は透明板にて形成されているため、外部より目視しながらより適宜位
置に開閉部６を移動させることができる。また、開閉部６の両側にそれぞれ設けられた伸
縮部７，８は伸縮可能に構成されているため、図２に示すように、移動側（図２中右側）
の伸縮部８は収縮し、他方の伸縮部７は伸長して、保管物出入部５によるハウジング３の
前面４の被覆状態は保持される。そして、ドアハンドル６ａを把持して図２中手前側に引
くと開き戸９が開いて内視鏡等の出し入れが可能となる。内視鏡等を出し入れした後は、
ドアハンドル６ａを把持して速やかに開き戸９を閉める。このように、本発明の保管庫１
では、内視鏡等保管物を所望の位置において素早く出し入れすることができ、外気が一気
に流入する開口の面積を小さくできると共に、開閉時間がより短時間となって、内部の衛
生的状態をより保持することができる。
【００１６】
　なお、この実施例の保管庫１は、伸縮部７，８か蛇腹構造に構成されているが、これに
限定されるものではなく、保管物出入部の被覆状態を保持できるものであればどのような
ものでもよく、例えば伸縮性を有した弾性シートなどで構成したものも本発明の範疇に包
含される。また、保管庫１は開き戸９で構成されており、より素早く開閉可能である点で
好ましいが、引き戸で構成したものも本発明の範疇に包含される。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の保管庫の一実施例の斜視図である。
【図２】図１に示した保管庫の作用を示す斜視図である。
【図３】従来の保管庫の斜視図である。
【符号の説明】
【００１８】
　１　　　保管庫
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　２　　　収納部
　３　　　ハウジング
　４　　　前面
　５　　　保管物出入部
　６　　　開閉部
　７　　　伸縮部
　８　　　伸縮部
　９　　　開き戸
　１０　　細菌除菌フィルター
　１１　　光触媒装置のメンテナンス扉

【図１】 【図２】
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要解决的问题：提供一个存储柜，在取出/取出内窥镜等医疗器械时，能
够快速通过一个小门打开/关闭它并高度保持卫生状态。它的内部。 
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其取出/取出。这种结构可以使开口最小化，缩短打开/关闭时间并保持其
内部的卫生状态。 Ž
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